平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市政創造

	議員名
	我妻静夫・岡田健一・山川明・山中正尚・古澤孝市・徳中嗣史・早川昇三

	調査実施年月日
	平成２４年　４月１２日（木）　　

	調査先　自治体名等
	茨城県　水戸市 産業経済部 商工政策課　・　市民環境部 市民生活課　

	調査項目
	「水戸市新中心市街地活性化基本計画」・｢自主防災組織｣について

	調査目的
	・水戸市新中心市街地活性化基本計画の取り組みについての調査

・自主防災組織の達成状況と取り組みについての調査

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口　：　２６９，９４９人（Ｈ２４．３．３１現在）　　行政面積　：　２１７．４３　ｋ㎡

２　視察内容

①人口減少対策
　　・水戸市新中心市街地活性化基本計画の取り組みについて。

　②防災への取り組みについて
　　・自主防災組織の達成状況について。
・自主防災組織の取り組みについて。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	１．人口減少対策

水戸市では、平成１１年３月に「水戸市中心市街地活性化基本計画｣を策定し、市街地の整備改善を進めるとともに、商業等の活性化に係る各種施策を推進してきました。しかし、近年のモータリゼーションの進展、消費者ニーズの多様化、郊外への都心居住者の流出や大型店の立地、さらには、人口減少・少子高齢社会の到来など、社会経済情勢の急激な変化を背景とする商品販売額や歩行者通行量の減少、空き店舗の増加等により、今なお活力が低下しつつありました。このようなことから、水戸市では、中心市街地の活性化について、これまでの取組を検証し、中心市街地の現状を把握するとともに、まちづくり三法の見直しを踏まえ、水戸市第５次総合計画等との整合を図りながら、活性化に向けた施策を総合的かつ一体的に展開するために計画を改定してきました。取り組みの中では、中心市街地を取り巻く状況の把握として水戸市の概要、中心市街地の概要などをはじめ、中心市街地に蓄積されている歴史的・文化的資源・社会資本や産業資源などの状況分析を行い、中心市街地の活性化に向けた取り組みを行っていました。本市においても、蘭西地区、蘭東地区、港北地区の活性化を水戸市のような歴史的・文化的資源・社会資本や産業資源などの状況分析等を行い、取り組んで行きたいと思います。
２．防災への取り組み
　水戸市は、那珂川の支流の低地地区と水戸台地、八溝山地の丘陵地区に囲まれた街で、低地地区の標高は0.1～10ｍとなっています。また、市街地から8ｋｍの大洗町には、原子力実験炉があることからから地震・風水害に加えて原子力災害にも備えた取組を行っています。このような中、水戸市の自主防災組織の取組は、小学校区ごとに結成して、平成23年度に32区全ての組織の達成が終了しています。また、主な事業活動は、防災訓練・資機材の点検、ハザードマップの作成や応急手当講習会、防災視察の研修などを行っています。本市においても、自主防災組織の早期結成の取組について、水戸市のような学校区ごとに結成する地区の取組も必要と感じました。また、定期的な防災訓練の取組が重要と感じました。


